
「はたらき」を化学して
QOLを向上

Interface Innovator
として

カーボンニュートラルの
達成

挑戦を恐れない
透明性のある経営多様な価値観を

認め合って
人財育成と

職場環境を向上

ガーディアン機能を
強化して

リスク管理を徹底産業／文化／教育の
価値創造を下支えして
イノベーションを創出

特定したマテリアリティ
（重要課題）
⇒P59-60

経済価値
の共創

企業価値
の向上

環境･社会的
価値の共創

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
特
定

事
業
環
境
変
化
の
認
識

実現したい社会

サステナブル
経営中計 2025

WakuWaku
経営

WakuWaku 
Explosion 

2030
三洋化成グループの強み

挑戦を後押し
する風土

顧客密着

界面制御
技術 環境と調和した

循環型社会

健康・安心に
暮らせる社会

一人ひとりが
かがやく社会

化学のちからで
化学の枠を越えて
イノベーションを起こす

全従業員が誇りを持ち、働きがいを感じる
グローバルでユニークな高収益企業に成長する

2030 年のありたい姿 (Vision)

WakuWaku経営
概念図

●界面制御技術
●ビジネスモデル構築
●人と人をつなぐ
●イノベーション創出

●ソリューション提供
●化学の枠を越えて

Interface Innovator
●一人ひとりのワクワク
●ワクワクする会社
●ワクワクの波及・連鎖
●環境を支える

●多様性を支える
●人と暮らしを支える

Outcome

社
是
：
企
業
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
建
設
し
よ
う

●DEI
●働きがい
●自由な風土
● 明るく楽しく前向きに 

●パッション
●快適な職場
●誇り・DNA
● フレキシブルな働き方 

WakuWaku経営
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事業戦略ビジョンストーリー 基盤強化

価値創造プロセス

マテリアリティ

当社グループは、自然・社会資本の毀損が限界に近付きつつあ
ることを認識し、ステークホルダーへの価値循環および社会課
題の解決が自らの事業環境を守るためにも重要であるとの思
いからマテリアリティを特定しました。当社グループのサステ
ナビリティ活動は、このマテリアリティに基づいて策定・実行し
ています。
→P59-60

社是：企業を通じてよりよい社会
を建設しよう

創立以来の社是を道標として、当社グルー
プは歩みを進めてきました。この社是は、
事業活動を単なる利益追求の手段とする
のではなく社会課題の解決や社会全体の
発展に真摯に貢献したいという、強い決意
を表しています。

経営の方針と戦略

ありたい姿の実現を目指し
て、サステナブル経営および
WakuWaku経営を実践し、
三洋化成グループの強みをテ
コにその第一段階である中計
2025を実行しています。
→P5-6

2030年のありたい姿
(Vision)

2022年に策定した長期の経営
方針「WakuWaku Explosion 
2030」のもと、2030年のあり
たい姿（Vision）の実現を目指
しています。
→P3-4

WakuWaku経営

従業員一人ひとりにスポットラ
イトを当てて、プロフィットを意
識したOne Teamの強い骨格
を作り、すべてのステークホル
ダーのワクワクを引き出す経営
手法です。
→P5-6




